
施行日

　　　ベンチには、5名以下（監督・コーチ2名・スコアラー・代表）が入ることができ

　　　ア   試合は、６イニング又は1時間30分以内とし、時間経過後は新しいイニングに入らない。

　　　６イニング又は1時間30分を経過して同点の場合には、タイブレークを行う。

　　　３回１０点、５回以降７点の差が生じたイニングの終了を以ってコールドゲームとする。　（決勝戦は除く）

　　　使用グランドでのルール説明は審判が監督立会いの上で、主将に対し行う。

　　　監督は、試合開始及び終了時間をグランド担当又は審判に確認する。

 12.　抗議

　　　抗議は、監督又は当該プレーヤーのみとする。

　　　審判は状況を説明するため、監督を招請することができる。

令和4年4月1日

    １　大会に関する取り決め事項
クラブ主催大会は本年度公認野球規則・競技者必携に定める規則及び本申合せ事項を適用し、行う。

各チームは大会要項・公認野球規則・競技者必携を必読し実践すること。

 1.  規則

     ・グランド到着を運営担当に報告し、メンバー表交換時間を確認する。

◆ 4.  ベンチ

　　　ベンチは、抽選番号の若番チームを１塁側とする。

        豊田軟式少年野球クラブ 【大会運営上の申合せ事項】

     全日本軟式野球連盟の公認野球規則・競技者必携及び大会要項を適用する。

 2.  集合

 3.  メンバー表と試合球

　　　試合開始時間の30分前に、出場予定選手全員の氏名を記して担当者に提出の上

     ・試合開始時間の30分前に集合することを原則とする

　　　なお、公認球J号(マルエス)ボールとし主催者で用意する。

　　　監督立会いの下、主将により、先・後攻を決める。

　　　チームと同一の帽子をかぶり、そのうち監督・コーチは同一のユニフォームを　　

※代表は、ベンチ・応援席のマナーを監視する　

 5.  シートノック

　　　シートノックは実施しない。

 6. イニング及び時間

　　　封筒を選ぶ。その上で監督立会いの下で開封し、〇印を付した抽選棒の多い方を勝ちとする。

 9.  コールドゲーム

 10.　ルール説明

　　　イ　日没・降雨等の場合は５回終了時点で成立する。

　　　タイブレークは無死１・２塁の状態にして継続打順にて１イニング行い、得点の多いチームを

　　　勝ちとする。勝敗が決しない場合は、さらに継続打順でこれを繰り返す。

 8.  抽選

　　　先攻チームより最終回に出場していた選手が打順の順番で交互に抽選棒を入れた

　　　最大２回までとし、それでも決しない場合は抽選とする。（決勝戦は除く）

 7.  タイブレーク

 11.　 試合開始時間及び終了時間の確認

　　　着用しなければならない。(30,29,28)

申合せ 1/3



　　　　　　（当該チーム・審判の了承要）

　　　ハ　　新人戦大会期間中のチーム行事は認めない。（上位大会日程を考慮し）

　　　イ　　試合開始時間を９時⇒８時３０分開始とする場合もある。（当該チーム・審判の了承要）

    ３　熱中症予防に関する覚書

　　　　　　ｂ　審判の判定・指示を不服とし、その試合を棄権するとき

　　　チ　　応援は節度あるものとし、ベンチ内ではいかなる者も喫煙、携帯電話通話を禁止する。

    ２　大会日程に関する覚書
　　　イ　　クラブ主催の大会を最優先する。

　◆ハ　　登録変更がある場合、速やかに変更届を提出することとする。

　　　捕手はマスク・レガース・ヘルメット・ファールカップを着用。

　　　ホ　　大会の抽選を予定している抽選会に連絡なく欠席したチームは、当該大会への

　　　　　　参加を棄権したものとみなす。

　　　へ　　大会参加費は、抽選を行う抽選会または試合当日までに納めるものとする。

　　　ト　　次の場合は、厳重処分若しくは没収試合の対象とする。

    ４　グランド整備に関する覚書

　　　　　　ｃ　ベンチ、応援席での暴力あるいは暴言・脅迫等の言動に及んだとき

　　　　　　ｄ　豊田軟式少年野球クラブ理事長の承認を得ずに、棄権した時

　　　ロ　　小幡旗大会期間中のチーム行事は（夏合宿など１回に限り）認める。

　　　ホ　　原則日曜日開催とし、雨天や学校行事等による中止時は翌週の土曜日を予備日とする。

　　　　　　　変更の効力は、原則として変更届を豊田市軟式野球連盟が受理した次の日からとし、他チームへの

　　　ロ　　試合後のグランド整備は両チームが行う。

　　　ハ　　グランドコンディション不良などで特別に整備のお願いをする事がある。

　　　イ　　第１試合のグランド整備は両チーム１名に８時からお願いする。

　　　但し、チームの活動は原則控えることとする。

＊　チーム間の移動に付いては退団理由等を明確にすること。（内容によっては移籍後の大会出場に制約を設ける）

　　　ニ　　学校行事は原則、振替休日が発生する行事を言う。(修学旅行・運動会・学芸会・市民総体等）

　　◆へ　　感染症対応での試合の日程調整を認める事とする。

 13.　危険防止

  14.　その他

　　　ロ　　大会の参加出場選手は、登録選手のみとする。（但し、新人戦大会は５年生以下とする）

　　　イ　　選手登録は、小学1年から6年生に在籍するものとする。

　　　　　　　但し、他支部からの変更の場合は60日間大会に出場できない。（転校生は除く）

　　　ニ　　ファウルボールは、打球方向に近いチームが拾い、審判に返すこととする。

　　　　　　ａ　審判の判定・指示に従わないとき

　　　ロ　　行政指導時は「午前２試合のみ」などの処置を行い、土曜日開催も実施する。

　　　ハ　　小幡旗・新人戦大会は給水係を要請する。（暑さ指数：厳重警戒で要請）

　　　ニ　　給水タイムは審判・チーム・担当常任理事から要請できる。

　　　ホ　　大会によって各チームに給水係を要請するがチーム帽子は着用しない。

　　　　　　　体験を認めることとするが、「同一大会」での出場は認めない。

　　　なお、金属製スパイクの使用は認めない。

　　　打者、走者、ランナーコーチは、ヘルメットを着用。　　　　
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　　　チ　　給水係は指定された場合グランド内に入ることができる

　　　　　　（負傷者が出た場合は監督、コーチが選手を確認して給水係に援助を求める）

　　　ニ　　試合中のキャッチボール・投球練習は選手同士で行う。（監督・コーチは不可）

　　　ヘ　　チームはベンチ入り前に着替えを済ませる。（アンダーシャツ交換は可）

　　　ト　　敷地内禁煙(2020年4月から健康増進法全面施行)応援者も対象。

　　　　　　喫煙所設置の施設は設置場所のみ可。加熱式・電子式も対象。

    ６　試合時に関する注意事項

　　◆ニ　　サングラスは帽子に掛けない。選手交替申告・抗議・挨拶時は外す。

　　　　　　（ミラータイプも可とするが、帽子に掛けることは不可とする）

    ５　服装・マナーに関する覚書
　　　イ　　レッグウォーマー・オバーパンツ禁止。（ストッキングが見える様に）

　　　ロ　　ネックウォーマーは可とする。

　　　ハ　　選手交替申告・抗議時はジャンパーを脱ぐ事。

　　　イ　　柳川瀬運動広場（野球場）で練習する場合は使用している野球チームに了承を受け、外周を移動する。

　　　ハ　　投手が投球動作に入ったら、大きな声・歌などは自粛。

　　　ロ　　抗議はタイム宣告し、行う。

　　　　　　（サッカー使用時は利用禁止）　

　　　ホ　　アップ時の練習補助者の半ズボンは不可（怪我防止と観た目）

　　　　　　ただし、ハイソックス・レギンス着用時は可

　　　ヌ　　ネクストサークルでの素振り禁止。（座る、又は立って待機）

　　　ル　　撮影・応援はベンチ内・ベンチ裏・バックネット正面裏からは禁止。

　　　リ　　審判へのお茶出しは不要。

　　　ホ　　代理のキャッチャーがいない場合も監督・コーチは不可。（三塁手などで対応）

　　　へ　　スコアラーは男女を問わずチーム帽子を着用の事。

　　　ト　　代打の素振りは基本的にベンチ内白線内１名。（複数名は禁止）

1. 本申合せ事項を新設し、令和４年４月１日から施行する。

２. 令和５年２月５日改定（◆）

                                    付　　　則
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